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総合科学技術・イノベーション会議 第１３２回評価専門調査会 

議事概要 

 

日 時：令和元年１０月１６日（水）１５：００～１７：０２ 

場 所：中央合同庁舎第８号館 特別大会議室（８階） 

 

出席者：角南会長、上山議員、梶原議員 

    安藤委員、天野（玲）委員、上野委員、梅村委員、尾道委員、 

    岸本委員、桑名委員、関口委員、中野委員、林委員、 

    原澤委員 

欠席者：小谷議員、橋本議員 

    天野（寿）委員、鈴木委員、福井委員 

事務局：十時審議官、高原審議官、村上参事官、渡辺参事官、筋野企画官、 

    菊池補佐 

説明者：坂内室長（経済産業省） 

    中鉢理事長（産業技術総合研究所） 

    三木副理事長（産業技術総合研究所） 

    山内理事（産業技術総合研究所） 

 

議 事：１．研究開発評価の充実に向けた検討について 

    ２．特定国立研究開発法人の見込評価等の結果に対する経済産業省及

び産業技術総合研究所へのヒアリングについて（非公開） 

    ３．その他 

 

（配布資料） 

  資料１   研究開発評価の充実に向けた検討方針（案） 

  資料２   特定国立研究開発法人（産業技術総合研究所）に対する評価

の流れ 

  資料３   特定国立研究開発法人制度（基本方針）の概要 

  資料４   第４期中長期目標期間中の主要な取組（産総研提出資料） 

  資料５   産業技術総合研究所の見込評価等の内容について（経済産業

省提出資料） 

  資料６   特定国立研究開発法人の見込評価等チェックシート 

  資料７   総合科学技術・イノベーション会議第１３１回評価専門調査

会議事概要（案）※委員のみ 
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（参考資料） 

  参考資料１ 研究開発評価の充実に向けた検討ワーキンググループ構成員

名簿 

  参考資料２ 総合科学技術・イノベーション会議が実施する中間評価の調

査検討等の進め方について（令和元年７月２９日一部改正） 

  参考資料３ 総合科学技術・イノベーション会議が実施する事後評価の調

査検討等の進め方について（令和元年７月２９日一部改正） 

  参考資料４ 特定国立研究開発法人による研究開発等を促進するための基

本的な指針 

  参考資料５ 特定国立研究開発法人の見込評価及び次期中長期目標の内容

に対する意見・指摘事項の考え方（本文） 

  参考資料６ 見込み評価等チェックシート対応資料（産総研提出資料） 

  参考資料７ 国家的に重要な研究開発の事前評価について 

 

（机上配布資料）※委員のみ 

  机上配布資料１ 国の研究開発評価に関する大綱的指針 

  机上配布資料２ 特定国立研究開発法人の見込評価等の結果に対する経済

産業省及び産業技術総合研究所へのヒアリングの進め

方 

  机上配布資料３ 経済産業省国立研究開発法人審議会産業技術総合研究所

部会委員名簿 

  机上配布資料４ 国立研究開発法人産業技術総合研究所の第４期中長期目

標期間の終了時に見込まれる業務の実績に関する評価 

  机上配布資料５ 国立研究開発法人産業技術総合研究所の中長期目標期間

終了時における業務・組織全般の見直しについて 

 

議事概要： 

 

【角南会長】 それでは、定刻となりましたので、ただいまから第１３２回評

価専門調査会を開催いたします。 

 本日御多忙の中御出席いただきました委員及び議員の皆様に関しましては、

大変御礼申し上げます。まだ台風１９号の大変な状況の中で、被災された方及

び御親戚の方とかに被災されている方もいらっしゃると思いますけれども、そ

の中にも関わらず、今日御出席いただきましてありがとうございます。 

 本日ですけれども、小谷議員、橋本議員、それから天野寿二委員、それから



－3－ 

鈴木委員、福井委員は欠席となっておりますので、よろしくお願いします。ま

た、安藤委員は遅れての出席となります。 

 早速ですけれども、本日の議題ですが、議事次第にお示ししているとおり、

１つ目の議題は研究開発評価の充実に向けた検討についてということでござい

ます。 

 ２つ目の議題は、特定国立研究開発法人の見込評価等の結果に対する経済産

業省及び産業技術総合研究所へのヒアリングについてということで、３つ目の

議題としてその他となっております。 

 それでは、事務局より配布資料の確認をお願いします。 

【菊池補佐】 いつも大変お世話になってございます。事務局の菊池と申しま

す。よろしくお願いします。 

 それでは、配布資料の確認ということで、議事次第の裏のページを御覧くだ

さい。 

 まず配布資料でございます。 

 資料１から資料７までの７種類ございます。 

 なお、資料の２から６までの５種類は議題２の関連ですので、非公開議題に

関する資料でございますので、資料２から６までは構成員のみの配布となって

ございます。傍聴者の皆様には配布をしてございません。また、資料７でござ

いますが、これは前回の議事録案でございますので、これも構成員のみの配布

となってございますので、配布資料関係でいいますと、傍聴者の皆様へは資料

１のみの配布となってございます。 

 続きまして、参考資料でございますが、これも１から７までの７種類ござい

ます。これも参考資料の４から６までは非公開議題に関する資料でございます

ので、構成員の皆様のみへの配布となってございます。傍聴者の皆様へは参考

資料の１から３と参考資料の７の配布となってございます。 

 机上配布資料でございます。１から５までの５種類、全て構成員の皆様のみ

の配布ということで、机上配布資料４がピンクの紙ファイルになりますけれど

も、全て机上配布資料４ということでございます。不足等あれば、事務局まで

よろしくお願いします。 

 以上でございます。 

【角南会長】 ありがとうございました。 

 なお、本日の議題のうち議題２につきましては、産総研の次期中長期目標期

間に向けた研究開発の方向性、それから業務運営上の見直しということで、構

想段階も含めた検討状況も含まれるということで、対外的にオープンになるこ

とで産総研の研究開発等の競争力を阻害しかねないということから、非公開と

させていただきます。 
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 つきましては、議題１に続いて、まず議題３を先に取り扱った後に議題２に

入っていく前に傍聴者の方には退席をお願いしたいと思いますので、御了承を

お願い申し上げます。 

 それでは、議題１について、事務局から提案・報告をお願いします。 

【村上参事官】 事務局の参事官の村上と申します。 

 資料１を御覧いただきたいと思います。 

 前回、７月に開催されました評価専門調査会におきまして、追跡調査及び評

価の有効性の確認に向けた検討方針案というのを示させていただいたところで

ございますが、今回それに加えまして、下線を引いておりますけれども、ある

べきＣＳＴＩ評価の検討という項目を追加させていただきたいという御提案で

ございます。 

 中身といたしましては、これまでも各省、あるいはＣＳＴＩが評価を実施し

てきているわけですけれども、その役割分担でありますとか、そもそも大綱的

指針で書かれております「研究開発プログラムの評価」というものが十分にで

きているのかどうかという問題提起があったというふうに認識しております。

この点を踏まえまして、追跡評価を検討するに当たりまして、ＣＳＴＩ評価全

体のあるべき姿というのを今一度見直して、検討すべきではないかということ

でございまして、前回お示しさせていただきましたワーキンググループのもと

で、あわせて検討させていただきたいというものでございます。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

【角南会長】 ありがとうございました。 

 ただいまの事務局からの提案について、御質問、御意見等ございますでしょ

うか。 

 ＣＳＴＩがそもそもどんな評価をやるべきかということをもう一度考え直す

というか、それも考えてもらうということで、今回検討課題に加えたいという

ことだと思うんですけれども、よろしいですか。 

 ありがとうございました。 

 それでは、ワーキンググループのメンバーの方には本当に御苦労をおかけし

ますけれども、精力的な検討をお願いいたします。そして、また適宜この評価

専門調査会に御報告を頂けるということで、引き続きよろしくお願いいたしま

す。 

 それでは、冒頭で申しましたとおり、２を飛ばしまして先に議題３に移りた

いと思います。 

 まず、前回会合の議事録案についてです。 

 前回の第１３１回評価専門調査会の終了後、事務局より照会が行われ、各委

員の意見を反映した最終案が資料７として提示されております。更なる修正意
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見がございましたら、１０月２３日までに事務局に御連絡をお願いいたします。

修正等があった場合は修正意見を反映させ、確定版とさせていただきます。修

正等がなかった場合は、現在の案を確定版とさせていただきますので、よろし

くお願いします。 

 続いて、参考資料７の国家的に重要な研究開発の事前評価についてです。 

 来年度要求における国費総額２００億円以上、または来年度概算要求額２０

億円以上の研究開発案件をまとめたものが参考資料７の表のとおりになります。 

 従来であれば、９月の会合におきまして、事前評価の対象の有無について審

議し、決定しておりましたが、本年９月の会合については、会議の効率化の観

点から開催しておりません。このことから、国費総額３００億円以上の案件が

ないということと、また目新しい研究開発要素がないことから、「来年度要求

案件における事前評価対象案件はない」という案でメール審議を行わせていた

だきました。その結果、案のとおり決定してきた経過にあることを改めて報告

させていただきます。 

 事務局から何か連絡事項はございますでしょうか。 

【菊池補佐】 ありがとうございます。 

 それでは、事務局より次回の開催日についてお知らせをいたします。 

 次回は、１１月２９日金曜日の１４時からの開催を予定してございます。場

所はこの会議室の隣に特別中会議室という会議室がございます。若干狭くはな

りますけれども、この特別中会議室での開催を予定しておりますというのが１

点でございます。 

 ２点目は、構成員の皆様に大綱的指針をお配りしておりますが、これは帰る

ときに机の上に置いていただきたいということでございます。 

 以上でございます。 

【角南会長】 ありがとうございました。 

 それでは、議題２についてこれから審議したいと思いますので、ここからは

非公開ということでございます。申し訳ございませんが、傍聴者の方は退席を

お願いしたいと思います。 
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